
 
 

赤穂市坂越の地域資源を活用したまちづくり 

赤穂市坂越 坂越のまち並みを創る会  ○門田守弘 

渋谷守 

宮崎正友希 

１．活動方針・目的 

坂越地区の文化的歴史的環境を最大限に生かしながら、伝統ある美しいまち並み景観

を、守り、創り、育てることを目的とする。 

 ２．活動内容 

坂越の多くの社会資本を有効活用した活動を行っています。 

a.、おもてなし事業として坂越の散策コ－スの清掃、花いっぱい運動の展開 

b. 旧所名跡を案内するボランティアガイド 

c. 坂越のお宝シリ－ズと称して地元で「こつこつ」と活動する住民の皆様の発表の場を

提供しています。 

d. 坂越ふるさと海岸を活用したウォーキング大会 

e. 地元の伝統行事の復活を願う”坂越の嫁入り”です。 

以上の活動内容に共通していることは、地元にあるものを活用したイベントを心がけ

ています、できる限りお金をかけずに、知恵と工夫を持ち寄り、地域の歴史や独自性に

根ざした、地に足のついた、また、地域の個性を磨く努力と、地域の魅力を再発見する

ことに重きにおき、そして、継続するために、地域の魅力を発信できる人材の発掘や育

成にも力を注ぎながら、これからも活動を続けてまいります。 

３．他の活動団体の参考となる事例 

住民の皆様の共感・協力を得るための方法について、失敗例の中から日時、場所を決

めて集団ですることをやめて、個々、個人または、少数のグル－プにてそれぞれが、出

来る時間に、出来る範囲を行う、役員が連絡を密にとり、感謝の意を伝えることにより、

活動が円滑に進みはじめました。 

（この例は、清掃、花いっぱい運動の展開する場合のものです） 

４．今後の課題等 

今、現在は住みやすい環境づくりを重きにおき、活動を続けていますが古民家活用を

より活発化する方法、それに伴う、地元の住民の方々と融合するための取組、歴史ある

まち並みの風情を守りながら、新しい試みに挑戦する気持ちを持ち続ける。 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


